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巻
頭
の
こ
と
ば

王
朝
文
学
研
究
は
今
日
百
花
繚
乱
の
彩
り
に
輝
い
て
い
る
。
作
品
論
・
作
家
論
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
発
掘
資
料
の
活
用
・
海
外
機
関

所
蔵
写
本
研
究
・
比
較
文
化
交
流
を
踏
ま
え
た
研
究
、
周
辺
学
の
文
化
芸
能
と
の
連
関
等
々
、
広
範
な
研
究
が
進
行
し
て
い
る
。
小
生
の

関
わ
る
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
も
、
賀
茂
祭
社
頭
の
儀
を
参
観
し
た
り
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
で
紫
宸
殿
の
南
門
の
承
明

門
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
地
鎮
祭
具
の
「
輪
法
」
や
「
橛け
つ

」
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
る
。
王
朝
文
学
で
も
っ
と
も
多
く
描
写
さ
れ
て
い

る
葵
祭
は
平
安
京
地
主
神
に
対
す
る
祭
祀
で
あ
る
。
ま
た
「
皇
統
」
の
正
殿
と
も
言
え
る
南
殿
は
そ
の
南だ
ん
て
い庭

で
光
源
氏
が
春
鶯
囀
を

舞
っ
た
舞
台
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
六
月
に
前
記
の
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
主
催
で
右
大
臣
藤
原
良よ
し
み相
邸
発
掘
に
関
す
る
公
開
講
演
会
が
企
画
さ
れ
た
。

多
く
の
遺
物
の
中
で
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
た
の
は
平
仮
名
の
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
で
あ
る
。
良
相
邸
「
西
三
条
第
」
は
『
日
本
三
代
実

録
』
に
お
い
て
「
西
京
第
」
そ
し
て
「
百
花
亭
」
と
記
さ
れ
る
、
華
麗
さ
を
偲
ば
せ
る
名
邸
で
あ
り
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
に
清
和
天

皇
も
行
幸
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
名
邸
の
主
良
相
は
良
房
の
弟
で
応
天
門
の
変
で
伴
大
納
言
善
男
に
加
担
し
た
た
め
、
失
脚
と
い
う
憂
き

目
に
遭
い
、
翌
年
の
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
薨
去
し
て
し
ま
う
。
子
息
常
行
も
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
に
死
去
し
、
邸
宅
は
衰
退
し

て
し
ま
う
。
そ
れ
故
そ
の
遺
物
で
あ
る
、
墨
書
土
器
に
記
さ
れ
た
平
仮
名
も
貞
観
年
間
の
九
世
紀
中
期
ご
ろ
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

平
仮
名
の
成
立
は
十
世
紀
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
大
発
見
が
半
世
紀
程
遡
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
平
仮
名
は
平
安
時
代
の
文
学
に
使
用
さ
れ

た
文
字
で
あ
り
、
文
学
や
書
に
お
い
て
最
重
要
な
文
字
な
の
で
あ
る
。
小
生
は
さ
ら
に
「
か
つ
ら
き
へ
」
と
い
う
墨
書
に
注
目
し
て
い
る
。

こ
の
タ
ー
ム
こ
そ
、
天
皇
が
皇
祖
神
天
照
大
神
・
歴
代
天
皇
霊
・
八
百
万
の
神
々
を
お
慰
め
す
る
、
天
皇
の
み
の
奉
奏
す
る
秘
曲
、
御
神

楽
の
神
送
り
の
部
に
入
る
「
朝
倉
」
曲
の
歌
詞
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
前
掲
し
た
清
和
天
皇
の
藤
原
良
相
邸
へ
の
行
幸
に
奏
上
さ
れ
た
一
曲
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る
と
言
っ
て
い
い
。

本
著
は
執
筆
者
の
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
世
話
人
の
労
を
取
ら
れ
た
斎
藤
達
哉
、
原
豊
二
の
両
氏
、
そ
し
て
細
々
と
し
た
労
に
関
わ
っ

た
菅
原
郁
子
氏
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
す
で
に
御
名
前
を
あ
げ
た
武
蔵
野
書
院
前
田
社
長
、
煩
わ
し
い
編
集
作
業
を
遂
行
し
て
下

さ
っ
た
梶
原
幸
恵
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

二
〇
一
四
年
三
月　
　

杏
の
花
が
開
き
始
め
た
砧
の
寓
居
に
て

小
　
山
　
利
　
彦

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

海
外
と
の
日
本
の
比
較
文
化
研
究
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
度
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
二
度
訪
問
し
て
い
る
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
や
古
都
ク
ラ
ク
フ

で
、
日
本
研
究
の
実
情
に
触
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
て
い
る
。
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
企
画
し
た
西
欧
文
化
、
中
南
米

文
化
、
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
研
究
会
・
講
演
会
・
総
合
研
究
と
称
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
旧
年
度
の
締
め

と
な
る
公
開
講
演
会
が
二
〇
一
四
年
三
月
六
日
に
催
さ
れ
た
。
平
安
皇
朝
の
国
際
交
流
、
ア
ジ
ア
文
化
圏
と
の
連
関
を
示
す
軌
跡
を
『
源

氏
物
語
』
の
中
で
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
陣
野
英
則
氏
の
テ
ー
マ
は
「『
う
つ
ほ
物
語
』『
源
氏
物
語
』
の
中
に
見
え
る
学
問
」、

河
添
房
江
氏
の
テ
ー
マ
は
「『
源
氏
物
語
』
と
唐
物
を
め
ぐ
る
文
化
史
」、
小
生
の
テ
ー
マ
は
「
平
安
皇
権
と
渤
海
の
交
流
か
ら
『
源
氏
物

語
』
へ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
聴
衆
も
活
字
化
を
希
望
し
て
い
る
の
で
研
究
所
の
月
報
で
ま
と
め
る
予
定
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
況
下
で
、
王
朝
文
学
に
関
す
る
拙
稿
を
ま
と
め
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
間
で
斎
藤
達
哉
氏
・
原
豊
二
氏
を
軸
に
小
生
周
辺
の

研
究
者
間
で
論
集
を
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
。
小
生
と
し
て
は
現
在
の
厳
し
い
研
究
者
育
成
事
情
や
出
版
事
情

を
垣
間
見
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
若
い
研
究
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
切
な
る
思
い
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
小
生
の
論
稿
と
一
緒

に
若
い
方
々
の
論
稿
を
合
冊
で
上
梓
す
る
こ
と
を
思
い
付
く
。
武
蔵
野
書
院
の
前
田
智
彦
社
長
に
打
診
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
戴

い
た
。
少
々
珍
し
い
編
著
形
式
で
、
前
篇
は
拙
稿
を
十
一
章
、
後
篇
は
中
堅
・
若
手
研
究
者
の
論
稿
十
三
章
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

拙
稿
は
少
し
大
き
な
テ
ー
マ
で
の
王
朝
文
学
論
と
し
て
平
安
京
地
主
神
賀
茂
明
神
や
祇
園
御
霊
会
に
関
す
る
論
稿
。
珍
本
専
修
大
学
図

書
館
所
蔵
伝
秀
吉
筆
『
源
氏
の
物
語
の
お
こ
り
』
の
制
作
事
情
、
そ
の
周
辺
の
人
間
模
様
を
読
み
解
く
論
稿
。『
源
氏
物
語
』
の
時
空
の

風
景
に
つ
い
て
究
明
す
る
論
稿
。『
枕
草
子
』
の
風
景
論
。
能
因
法
師
論
。『
更
級
日
記
』
論
か
ら
成
っ
て
い
る
。

中
堅
・
若
手
研
究
者
の
論
稿
は
作
品
論
に
加
え
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
海
外
所
蔵
写
本
、
古
注
釈
、
さ
ら
に
比
較

文
化
的
研
究
の
周
辺
学
を
加
味
し
た
研
究
等
を
踏
ま
え
た
王
朝
文
学
の
軌
跡
を
掲
載
し
て
い
る
。
小
生
が
学
会
活
動
や
研
究
活
動
、
兼
任

講
師
の
体
験
の
中
で
お
会
い
し
た
研
究
者
の
中
か
ら
依
頼
し
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
研
究
者
こ
そ
、
小
生
自
身
に
恩
恵
を
与
え
て
い



v 目　　次

目
　
　
次

巻
頭
の
こ
と
ば

─
小
山
　
利
彦　
i

前
篇
　
小
山
利
彦
論
稿
選
集
　

1

第
一
章
　
平
安
京
地
主
神
、
賀
茂
明
神
に
関
わ
る
文
学
空
間
　

3

一　

は
じ
め
に 

3　
　

二　

賀
茂
明
神
の
聖
空
間 

7　
　

三　

賀
茂
の
御
生
れ
の
構
造 

10　
　

四　

賀
茂
に
関
わ
る
空
間
の
留
意
点 

14 

第
二
章
　
賀
茂
祭
と
王
朝
文
学
　

19

一　

は
じ
め
に 

19　
　

二　

王
朝
文
学
に
お
け
る
賀
茂
祭 

20　
　

三　

賀
茂
祭
社
頭
の
儀
の
こ
と 

29

第
三
章
　
祇
園
御
霊
会
と
王
朝
文
学
　

39

一　

は
じ
め
に 

39　
　

二　

王
朝
期
に
お
け
る
祇
園
御
霊
会
の
歴
史
資
料 

40　
　

三　
『
年
中
行
事
絵
巻
』の
祇
園
御
霊
会 

42　
　

四　

王
朝
文
学
に
見
る
祇
園
御
霊
会 

48

第
四
章
　
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
伝
秀
吉
筆
『
源
氏
の
物
語
の
お
こ
り
』
試
論

─
太
閤
秀
吉
と
近
衞
家

─
　

57　

一　

は
じ
め
に 

57　
　

二　

秀
吉
の
動
静

─
『
源
氏
の
物
語
の
お
こ
り
』書
写
の
時
期

─ 

58　
　

三　

慶
福
院
の
周
辺 

66
　
　

四　
「
ち
や
あ
」
を
探
る 

71　
　

五　

む
す
び
に

─
大
澤
本
『
源
氏
物
語
』
に
触
れ
る

─ 

79



vivii 目　　次

第
十
一
章
　『
更
級
日
記
』
試
論

─
文
学
風
景
へ
の
意
識
を
軸
に

─　
163

一　

風
景
へ
の
意
識 

163　
　

二　

上
総
国
府
の
周
辺 

165　
　

三　

文
学
や
そ
の
風
景
へ
の
憧
れ 

169　
　

四　

風
景
表
現
の
方
法 

171　
　

五　
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
へ 

176

後
篇
　
王
朝
文
学
の
新
た
な
軌
跡
　

181

平
安
朝
和
歌
の
生
成
と
染
色
・
染
料

─
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
紫
」
を
め
ぐ
る
贈
答
歌
を
中
心
と
し
て

─
……
森
田
　
直
美
　

183

一　

は
じ
め
に 

183　
　

二　

平
安
朝
の
貴
族
と
染
色 

184　
　

三　

平
安
朝
和
歌
と
染
色
・
染
料

─
そ
の
連
関
性
の
深
さ
に
つ
い
て

─ 

186　
　

四　
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
紫
」
を
め
ぐ
る
贈
答
歌

─
底
流
す
る
染
色
・
染
料
へ
の
意
識

─ 

188　
　

五　

染
色
・
染
料
か
ら
考
え
る
「
若
紫
」
の
具
体
像 

194　
　

六　

結
語 

195

『
落
窪
物
語
』
に
お
け
る
手
紙
と
和
歌
と
の
考
察
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
園
山
　
千
里
　

199

一　

は
じ
め
に 

199　
　

二　

手
紙
と
物
語

─
『
源
氏
物
語
』
の
研
究
か
ら

─ 

200　
　

三　
『
落
窪
物
語
』
の
手
紙 

203　
　

四　

道
頼
か
ら
女
君
へ
の
手
紙

─
恋
文

─ 

205　
　

五　

女
君
幽
閉
中
と
そ
の
後
の
手
紙 

208　
　

六　

お
わ
り
に 

212

注
釈
史
の
な
か
の
『
河
海
抄
』

─
『
首
書
源
氏
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
森
佳
奈
子
　

217

一　

は
じ
め
に 

217　
　

二　
『
首
書
源
氏
物
語
』
と
『
湖
月
抄
』 

218　
　

三　
『
河
海
抄
』
と
『
首
書
源
氏
物
語
』 

222

第
五
章
　
延
喜
・
天
暦
の
皇
権

─
『
源
氏
物
語
』
に
描
か
れ
た
風
景

─
　

85

一　
「
い
づ
れ
の
御
時
」
の
時
代
設
定 

85　
　

二　

古
め
か
し
い
歌
舞
管
弦 

88　
　

三　

光
源
氏
物
語
と
延
喜
の
風
景 

92

第
六
章
　
角
田
文
衞
著
「
北
山
の
『
な
に
が
し
寺
』」
を
起
点
に
　

99

一　

は
じ
め
に 

99　
　

二　

角
田
文
衞
説
の
北
山
「
な
に
が
し
寺
」 

100　
　

三　

北
山
「
な
に
が
し
寺
」
の
諸
説 

104

第
七
章
　『
枕
草
子
』
賀
茂
の
郭
公
試
論
　

107

一　

は
じ
め
に 

107　
　

二　
『
枕
草
子
』に
見
る
郭
公
に
対
す
る
意
識 

108　
　

三　
「
賀
茂
へ
ま
ゐ
る
道
に
」の
章
段
に
お
け
る「
賀
茂
」 

112

第
八
章
　『
枕
草
子
』「
賀
茂
へ
ま
ゐ
る
道
に
」
章
段
の
本
文
と
芸
能　
121

一　
「
賀
茂
へ
ま
ゐ
る
道
に
」
章
段
に
お
け
る
田
植
え
歌 

121　
　

二　
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
賀
茂
」
の
田
植
歌

─
能
因
本
と
の
連

関

─ 

125　
　

三　

住
吉
大
社
御
田
植
神
事
の
沿
革
と
神
事
次
第 

126

第
九
章
　
賀
茂
御
祖
神
社
禰
宜
里
亭
・
河
崎
泉
亭
考

─
『
枕
草
子
』
の
「
賀
茂
の
奥
」
を
探
る

─ 

133

一　

は
じ
め
に 

133　
　

二　

河
崎
泉
亭
里
亭
の
位
置 
134　
　

三　

史
上
に
現
れ
た
河
崎
泉
亭
周
辺 

141

四　

河
崎
禰
宜
里
邸
の
人
々 

145

第
十
章
　
能
因
法
師

─
都
か
ら
東
国
へ

─　
151

一　

は
じ
め
に 

151　
　

二　

東
国
の
地
を
詠
ん
だ
歌 

153　
　

三　

陸
奥
へ
の
旅 
155



viiiix 目　　次

一　

は
じ
め
に

─
表
記
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
写
本

─ 

291 

　
　

二　

仮
名
表
記
資
料
と
し
て
の
米
国
議
会
図
書
館
蔵
源
氏
物
語
写

本 

293　
　

三　

議
会
図
書
館
本
に
お
け
る
ハ
の
仮
名
の
使
用
原
則 

293　
　

四　

ケ
ハ
ヒ
、
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
の
異
体
仮
名
組
み
合
わ
せ

の
「
偏
り
」 

295　
　

五　
「
揺
れ
」
は
ど
こ
に
生
じ
る
の
か 

300　
　

六　

ハ
の
表
記
に
「
揺
れ
」
が
生
じ
る
背
景 

302　
　

七　
「
例
外
」
の
生
じ
る
場
合 

305　
　

八　

ま
と
め 

307

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
蔵
『
手
鑑
帖
』
の
制
作
事
情
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
内
　
英
範
　

309

一　

は
じ
め
に 

309　
　

二　
『
手
鑑
帖
』
に
つ
い
て
、
お
よ
び
イ
ェ
ー
ル
大
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
と 

310　
　

三　

見
返
し
の
絵
に
つ
い
て 

311　
　

四　

配
列
と
極
め
札
に
つ
い
て 

312　
　

五　

剥
が
し
、
貼
り
か
え
に
つ
い
て 

320　
　

六　

ま
と
め
─
本
手
鑑
の
制
作
事
情 

324

九
条
稙
通
『
和
歌
伝
受
書
稿
』
に
つ
い
て
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

杉
本
ま
ゆ
子
　

327

一　

は
じ
め
に 

327　
　

二　

書
誌
お
よ
び
翻
刻 

328　
　

三　

内
容
の
確
認
（
前
半
） 

330　
　

四　

内
容
の
確
認
（
後
半
） 

331　
　

五　

背
景 

332　
　

六　

沙
弥
恵
空
百
首 

334　
　

七　

お
わ
り
に  

334

『
紫
式
部
日
記
』
の
叙
述
態
度

─
御
産
の
空
間
に
お
け
る
物
の
怪
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て

─
……
…
…
…
…
…
…
大
津
　
直
子
　

337

一　

は
じ
め
に 

337　
　

二　
「
平
ら
か
」
な
る
御
産
の
内
実 

338　
　

三　

物
の
怪
を
打
ち
負
か
し
た
の
は
誰
か 

340　
　

四　

描
か
れ
る
彰
子 

346　
　

五　

お
わ
り
に 

350

高
麗
人
の
観
相
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト

─
『
花
鳥
余
情
』『
細
流
抄
』
を
軸
に
し
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
原
　
　
豊
二　
231

一　

は
じ
め
に 

231　
　

二　

本
文
異
同
に
つ
い
て 

231　
　

三　
『
花
鳥
余
情
』
説
再
考

─
同
時
代
的
課
題
の
克
服

─ 

233　
　

四　
「
そ
の
相
」
の
指
示
す
る
も
の 

236　
　

五　

実
隆
説
の
彼
方
へ 

238　
　

六　

ま
と
め
に
か
え
て 

240

藤
壺
の
造
型

─
尊
子
内
親
王
の
系
譜
と
の
関
わ
り

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菅
原
　
郁
子
　

245

一　

は
じ
め
に 
245　
　

二　

史
実
の
「
光
る
」「
日
の
宮
」 

246　
　

三　

尊
子
内
親
王
の
系
譜 

250　
　

四　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
藤
壺
の
系
譜 

253　
　

五　

む
す
び
に 

256

「
夕
霧
」
巻
の
絵
画
化

─
小
野
の
里
と
鹿
の
情
景
を
め
ぐ
っ
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
青
木
　
慎
一　
261

一　

は
じ
め
に 

261　
　

二　
「
夕
霧
」
巻
で
絵
画
化
さ
れ
る
場
面 

263　
　

三　

小
野
の
里
の
「
鹿
」
と
夕
霧
の
情
景 

265　
　

四　

小
野
の
里
の
絵
画
化

─
鹿
の
描
写
と
詞
書
の
有
無
か
ら

─ 

268　
　

五　

ま
と
め 

274

宇
治
十
帖
の
「
つ
ら
し
」・「
心
う
し
」・「
う
し
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平
林
　
優
子
　

277

一　

は
じ
め
に 

277　
　

二　
「
つ
ら
し
」・「
心
う
し
」・「
う
し
」
に
お
け
る
用
例
数
と
使
用
法 

278　
　

三　

宇
治
十
帖
の
「
つ
ら
し
」・「
心
う
し
」・「
う
し
」 

281　
　

四　

お
わ
り
に 

289

語
の
表
記
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
「
偏
り
」
と
「
揺
れ
」

　
　
　

─
米
国
議
会
図
書
館
蔵
源
氏
物
語
写
本
の
「
ケ
ハ
ヒ
」
と
「
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
」
の
表
記

─
……
…
…
斎
藤
　
達
哉
　

291　



x

戯
笑
歌
に
み
る
歌
掛
け
の
技

─
万
葉
集
巻
十
六
を
も
と
に

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飯
島
　
　
奨
　

353

一　

は
じ
め
に 

353　
　

二　

問
題
点
の
所
在 

354　
　

三　

容
貌
を
あ
げ
つ
ら
い
か
ら
か
う
様
式

─
戯
笑
歌
の
場
合

─ 

354　
　

四　

容
貌
を
あ
げ
つ
ら
い
か
ら
か
う
様
式

─
紫
陽
県
漢
族
の
場
合

─ 

357　
五　

容
貌
を
あ
げ
つ
ら
い
か
ら
か
う
様
式

─
モ
ソ

人
の
場
合

─ 

361　
六　

三
者
の
比
較
と
戯
笑
歌
の
原
理 

365　
　

七　

お
わ
り
に 

366

洞
天
思
想
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
流
伝
と
平
安
時
代
の
漢
詩
文

─
『
本
朝
文
粋
』
を
中
心
に

─
……
…
…
…
…
…
…
土
屋
　
昌
明
　

371

一　

は
じ
め
に 
371　
　

二　

洞
天
の
特
徴 

372　
　

三　

洞
天
思
想
と
東
ア
ジ
ア 

374　
　

四　
『
本
朝
文
粋
』
に
見
え
る
洞
天
思
想
の
典
故 

377　
　

五　

お
わ
り
に 

382

執
筆
者
紹
介
　

389

初
出
一
覧
「
前
篇
　
小
山
利
彦
論
稿
選
集
」　
392

あ
と
が
き

─
原
　
　
豊
二 

393
　
／
　
斎
藤
　
達
哉 

395


